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劉

玉

基

誌木
難

室
伊

藤

　

滋

北
魏
末
に
は
、
六
朝
体
の
楷
書
も
完
成
し
、

さ
ま
ざ
ま
の
書
風
の
刻
石
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
時
代
に
も
数
多
く
の
墓
誌
銘
が
出
土

し
て
い
る
。
『司
馬
聴
墓
誌
』
『
可
遵
墓
誌
』

な
ど
は
、
北
魏
体
の
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。

図
版
に
示
し
た

『劉
玉
墓
誌
』
は
六
朝
体
の

中
で
も
独
特
の
書
風
を
示
し
て
い
る
。
単
刀

で
刻
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
実
に
余
韻
を

含
ん
だ
筆
勢
で
あ
る
。
『
皇
甫
騒
墓
誌
』
や

龍
門
の
草
卒
に
刻
さ
れ
た
造
像
記
な
ど
に
共

通
す
る
趣
が
あ
る
。
『
劉
玉
墓
誌
』
は
清
末

に
火
に
遇
い
失
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
原
拓

本
は
珍
し
い
。
近
年
発
行
の

『北
京
図
書
館

蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
睡
編
』
に
所
載
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
説
明
に
翻
刻
と
あ
る
は
誤

り
で
あ
り
、
原
刻
で
あ
る
。



ン磁亀ン

翌
弓
　
虎
」

昭
和
３５
年
　
「
５９
歳
」

襴!

ン

132cm× 70cm× 2

津
金
雀
仙
は
書
道
芸
術
院
創
立
発
起
人
の
一
人
で
あ

る
が
第

一
回
展
以
後
は
姿
を
消
し
て
い
る
。

雀
仙
は
、
長
野
県
に
生
ま
れ
、
比
田
井
天
来
の
勧
め

で
上
京
、
松
本
芳
翠
に
師
事
し
、
東
方
書
道
会
で
活
躍
、

昭
和
２３
年
日
展
五
科
設
立
と
共
に
出
品
、
入
選
。
書
道

芸
術
院
が
昭
和
２３
年
９
月

「
日
展
に
関
す
る
声
明
書
」

を
出
し
た
頃
に
は
、
す
で
に
退
会
し
て
い
た
よ
う
で
あ

ＺＯ
。雀

仙
は
、
昭
和
２４
年
、
２５
年
と
日
展
で
連
続
特
選
受

賞
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

こ
の
時
代
に
は
、
明
清
派
、
碑
学
派
、
前
衛
派
な
ど
、

主
張
を

一
に
す
る
者
が
活
発
な
グ
ル
ー
プ
活
動
を
始
め

た
時
期
で
あ
る
。

雀
仙
は
、
時
代
の
空
気
を
十
分
反
映
し
て
自
由
で
自

在
な
造
形
を
工
夫
し
、
豊
か
な
情
感
を
表
現
し
た
が
決

し
て
型
に
は
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
自
ら
漢
詩
を

つ

く
り
、
自
己
の
思
い
を
盛
り
込
ん
だ
作
品
で
観
る
者
を

魅
了
し
た
。
瓢
々
と
し
た
運
筆
で
、
時
に
白
痴
美
と
評

さ
れ
る
程
の
雀
仙
の
妖
婉
さ
は
、
や
は
り
現
代
の
美
の

一
つ
の
姿
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
昭
和
２７

年
日
展
審
査
員
と
し
て
大
活
躍
、
前
衛
の
書
道
芸
術
院

と
は
遠
く
離
れ
て
い
っ
て
し
ま

っ
た
。
昭
和
３４
年
、
日

展
五
科
で
初
め
て
の
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
昭
和

３５
年
１０
月
死
去
、
５９
歳
だ

っ
た
。

十
数
年
前
、
己
巳
の
会

（昭
４
生
ま
れ
）
で
東
山
温

泉
に
遊
ん
だ
。
当
時
、
日
大
教
授
だ

っ
た
御
曹
子
津
金

孝
邦
さ
ん
も
参
加
し
た
。
よ
く
飲
み
、
酒
席
で
は
上
手

に
遊
び
、
同
期
の
連
中
を
煙
に
巻
い
た
。
翌
朝
は
、
皆

の
寝
て
い
る
間
に
出
発
し
て
東
京
に
帰

っ
た
。
あ
ざ
や

か
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
孝
邦
さ
ん
の
性
格
や
作
品
か

ら
を
仙
先
生
を
偲
ん
だ
。
　

　

　

　

（恩
地
春
洋
記
）
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燃
え
る
書
道
芸
術
院

審
候
に
公
募
企
画
の
秋
季
展

―
平
成
１９
年
度
の
事
業
計
画
決
ま
る
―

去
る
２
月
２８
日
の
理
事
会

・
評
議
員
会
で

平
成
１９
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
、
評
議
員

の
改
選
、
定
年
に
よ
る
理
事
の
交
替
な
ど
が

あ

っ
た
。

○
事
業
計
画
は
１８
年
度
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容

で
、
６０
周
年
記
念
事
業
が
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
役
員
が
決
定
し
た
。

第
６‐
回
書
道
芸
術
院
展

今
期
、
会
場
、
募
集
規
定
、
日
程
な
ど
も

ほ
ぼ
６０
回
展
と
同
じ
、
変
更
部
分
の
み
左
記

・
会
場
が
、
地
階
、
１
階
、
２
階
と
配
置
が

変
わ

っ
た
。

・
帝
国
ホ
テ
ル
の
都
合
で
、
や
む
を
得
ず
左

記
に
日
程
変
更

２

●
１０
　
１４
時
　
作
品
鑑
賞
会
　
都
美

２

●
１１
　
１０
時
　
表
彰
式
　
帝
国
ホ
テ
ル

２

●
１１
　
１２
時
　
祝
賀
会
　
帝
国
ホ
テ
ル

※
祝
賀
会
が
昼
食
時
と
な
り
、
表
彰
式

が
午
前
中
、
作
品
鑑
賞
会
が
前
日
と

な

っ
た
。

・
作
品
サ
イ
ズ
に
変
更
な
し
。

書
道
芸
術
院
秋
季
展

◇
公
募
秋
季
展

（審
候
対
象
）

∧
ね
ら
い
∨
審
査
会
員
候
補
を
対
象
に
公
募

し
、
優
れ
た
作
家
の
審
査
会
員
登
用
の
一
助

と
す
る
。

※
審
査
会
員
候
補
は
毎
年
増
加
し
、
審
査

会
員
登
用
は
ま
す
ま
す
狭
く
な
っ
て
い

ま
す
。　
一
助
と
し
て
秋
季
展
に
公
募
し

ま
す
。
入
賞
者

（秋
季
菊
花
賞
）
は
白

雪
紅
梅
賞
と
同
格
の
扱
い
、
入
選
者
は

記
録
に
留
め
、
審
査
会
員
選
考
時
の
参

考
と
し
ま
す
。
審
候
の
皆
さ
ん
の
挑
戦

が
秋
季
展
に
活
気
を
与
え
、
「
燃
え
る

秋
季
展
」
の
中
核
と
な
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

０
　
作
品
　
毎
日
展
公
募
サ
イ
ズ
以
内

所
属
部
門
の
作
品

一
人
三
点
ま
で

（
マ
ク
リ
）

０
　
鑑
別
料
五
〇
〇
〇
円

０
　
審
査
員

恩
地
春
洋
　
辻
元
大
雲
　
大
野
祥
雲

浜
谷
芳
仙
　
黒
川
江
偉
子
　
宮
澤
梅

径

０
　
入
選
　
約
五
①
点

入
賞

「秋
季
菊
花
賞
」
若
干
名

０
　
出
品
の
有
無
　
回
答
　
６
月
３０
日

作
品
締
切

（厳
守
）
　

８
月
８
日

院
事
務
所
宛

秋
季
展
は
別
に

１
、
財
団
役
員
ほ
か
顧
間
、
参
与
会
員

２
、
審
査
会
員
選
抜
作
家

「評
論
家
の
目
」
推
薦
者
　
峰
雲
賞
候

補
よ
り
選
抜
さ
れ
た
者

第
５９
回
全
国
学
生
書
道
展

・
指
導
者
作
品
展

作
品
受
付
　
６
月
８
日

（金
）

書
初
誌
上
展

作
品
受
付
　
１２
月
８
日

（土
）

書
道
芸
術
院
講
習
会

（単
位
認
定
）

８
月
１８
日
～
１９
日
　
主
管
北
日
本
支
局

奥
入
瀬
渓
流
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

講
演
会
　
仮
題

「
種
谷
扇
舟
の
書
」

会
場
　
グ
リ
ン
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

千
葉
県
美
企
画

「種
谷
扇
舟
展
」
に
あ

わ
せ
て
、
千
葉
で
開
催
の
予
定
、
講
師

田
宮
文
平
先
生
に
交
渉
中
。

第
６０
回
記
念
事
業

１
、
記
念
誌
の
発
行

‐９
年
９
月
刊
行

（予
定
）

２
、
役
員
作
品
巡
回
展

（１３
会
場
）

３
、
海
外
展

働
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ダ
ブ
リ
ン
展

。

‐９

・

３

●

３‐

～

４

●

１９

・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
Ｏ
Ｐ
Ｗ
ア
ト
リ
ウ

ム
・
訪
問
団
　
３

●
２８
～
４

●
３

０
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
展

・

‐９

・

８

●

２ ‐

～

２４

・
ウ
ィ
ー
ン
市
民
大
学

・
訪
問
予
定
　
８

●
２０
～
８
●
２６

∧
役
員
人
事
Ｖ

ｌ
、
財
団
法
人
の
規
約
に
よ
り
、
小
伏
竹
村

鳥
山
岳
風
理
事
が
退
―――
―――
―――
胆
任
さ
れ
、
砂
本
杏
花

宮
澤
梅
径
氏
が
推
薦
――――――
‐―――――
‐‐――――
柵
府さ
れ
就
任
す
る
。

平
―
―
―
―
＋
成
２０
年
３
月
３‐
日
迄

２
、
評
議
員
の
改
選

（日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
（理
事
会
）

理
事
会
に
お
い
て
任
Ｈ
Ｈ
Ｈ
性
期
満
了
の
評
議
員
の

改
選
が
行
な
わ
れ
、　
　
　
　
　
新
評
議
員
が
選
任
さ

れ
た
。

∧
新
任
∨
　
２０
名

石
井
明
子
　
加
藤
眺
酬
酬
酬
酬
捌
撲
　
小
竹
石
雲
○
後

藤
大
峰
　
小
浜
大
明
Ｈ
Ｈ
Ｈ
帆
　
小
林
琴
水
　
小
伏

小
扇
　
斎
藤
雨
城
　
一　
　
　
　
嵯
峨
大
拙
　
坂
本
素

手
ヨ
　
下
谷
洋
子
　
滝
―――
――‐
――‐
肥
　
春
芳
　
種
谷
高
城

千
葉
蒼
玄
○
千
葉
耕
岡
――――
――――
―――‐
明
風
○
津
田
和
秋
　
外

所
思
水
　
名
越
蒼
竹
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
　
牧
　
泰
濤
　
山
田

梓
江

∧
退
任
∨
　
上
柳
佳
規
―――
―ｌｌ
‐ｌｌ
既

∧
理
事
へ
∨
　
砂
本
杏
問
Ｈ
Ｈ
Ｈ
凹
花
　
宮
浮
梅
径

３、協麟藤棚郎納蝦ｍ側冊側岬帥醐∨委嘱

ご
勇
退
の
二
氏
Ｈ
Ｈ
Ｈ
凹
一は
理
事
会
で
推
薦
さ

れ
右
の
通
り
、
日
■
■
■
一
理
事
長
が
委
嘱
し
た
。

伝
統
と
創
造
と
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
大
観

芸
術
は
時
代
に
よ
り
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
フて
変
転
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
伝
統
の
尊
言
■
■
■
■
旦
す
べ
き
の
み
を
知
っ

て
た
だ
こ
れ
を
墨
守
し
、　
　
　
、

こ
れ
が
開
発
を
怠

り
、
不
断
に
更
新
す
る
（　
　
　
）の
で
な
け
れ
ば
、
そ

の
生
命
は
硬
化
し
、
遂
一　
　
　
一に
そ
の
本
源
を
枯
渇

さ
せ
る
だ
ろ
う
。
だ
か

　ヽ
　
　
十ら
伝
統
の
尊
重
を
維

持
す
る

一
面
に
お
い
て
、　
　
　
、
常
に
時
代
に
超
越

し
、　
一
世
を
啓
導
す
る
一　
　
　
ャに
足
る
べ
き
新
芸
術

の
興
起
を
は
か
ら
な
け
】
　
　
　
′れ
ば
な
ら
な
い
。
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上

妻

華

竹

年
末
に
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
依
頼
を
い

た
だ
き
、
ハ
タ
と
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「私
の
主
張
」

っ
て
何
？
　
自
分
に
問
い
か

け
て
み
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
い
う
答
え
が
で

て
こ
な
い
の
で
思
い
つ
く
ま
ま
ペ
ン
を
走
ら

せ
て
み
ま
す
。

展
覧
会
の
度
に
、
ま
ず
素
材
選
び
に
悩
み

ま
す
。
書
き
た
い
と
思
う
素
材
が
心
に
あ
る

時
は
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
作
品
制
作
に
時

を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
残
念
な

が
ら
、
そ
ん
な
事
は
余
り
あ
り
ま
せ
ん
。

書
き
た
い
も
の
が
心
に
湧
い
た
時
だ
け
書
け

れ
ば
い
い
な
と
わ
が
ま
ま
な
事
を
考
え
た
り

も
し
ま
す
が
…
…
。
逆
に
書
き
た
い
も
の
を

常
に
心
の
中
に
持

っ
て
い
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
や
は
り
素
材
選
び
は
、
そ
の
時
の
自

分
の
心
境
か
ら
生
ま
れ
る
事
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

会
員
賞
の
翌
年
、
新
し
い
気
持
ち
で
取
り

組
ん
だ

″
一
歩
″
（甲
骨
）
ま

た
妹
の
病
を
断
ち
斬
り
た
く
て

挑
ん
だ

″斬
〃
女
流
新
進
作
家

展

へ
の
思
い
を
込
め
て
書
い
た

″念
″
（甲
骨
）
。
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

い
つ
も
自
分
の
心
を
突
き
動

か
す
素
材
に
出
会
う
た
め
に
、

日
々
、
感
性
豊
か
な
生
き
方
を

し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。

上
妻
華
竹
書

平成17年2月

現代女流新進作家展出品作品

「念」(甲骨)

― 私 の 主 張 ―

2006 ソウル世界書藝祝祭一 日本女性前衛書道展出品作品

出品作品の前で 題 名=独 自その2(左)独 自その 1(右)

一Ｆ
一一―

前

衛

書

ｔ一＞

真

下

一承

子

２
０
０
６
年
３
月
に
、
突
然
韓
国

ソ
ウ
ル
よ
り
世
界
書
塾
祝
祭
の
一
環

で
あ
る

「
日
本
女
性
前
衛
書
道
展
」

へ
の
出
品
依
頼
状
が
届
い
た
。

名
筆
の
模
倣
尊
重
と
い
う
従
来
の

あ
り
方
を
離
れ
、
漢
字
文
化
圏
を
超

え
て
世
界
共
通
の
視
覚
芸
術
と
し
て

の
書
の
位
置
づ
け
を
目
指
す
と
い
う
よ
う
な

趣
旨
で
あ
る
。

私
は
丁
度
こ
の
こ
ろ
、
作
品
が
マ
ン
ネ
リ

化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
「不
死
鳥
」
「蘇
生
」
シ

リ
ー
ズ
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
新
し
い
試

み
を
も
ち
前
衛
書
を
再
認
識
す
べ
く
試
行
錯

誤
の
時
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
是
非
参
加
し
て
み

た
く
、
５
月
の
連
休
明
け
に
訪
韓
、
世
界
書

藝
祝
祭
の
行
事
に
参
加
し
た
。

ま
ず
驚
い
た
の
は
、
各
国
と
も
書
の
革
新

が
想
像
以
上
に
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
書
展
も
ソ
ウ
ル
市
の
助
成
金
で
開
催
さ

真
下
京
子
書

れ
、
外
国
作
家
は
招

待
で
あ
る
と
の
こ
と
。

ま
た
韓
国
の
青
年
作

家
１２
名
の
作
品
が
斬

新
に
し
て
時
代
性
を

持

っ
て
い
る
）こ
と
。

何
よ
り
、
国
境
を
越

え
世
界
に
こ
ん
な
に

も
沢
山
の
同
志
が
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
５０
年
来
、
私
が

や

っ
て
き
た
前
衛
書

へ
の
想
い
に
火
が
燈
っ

た
の
で
あ

っ
た
。

次
号
よ
り
、
自
ら

の
前
衛
書
の
歩
み
を

振
り
返
り

つ
つ
、
２‐

世
紀
の
書
に
つ
い
て

私
な
り
に
考
え
て
み

た
い
。



Ｌ

一

且

一

⑩

〈解
説
〉
　

顔
氏
家
廟
碑
は
顔
員
卿
が
父
の
顔
惟
貞
の
た
め

に
廟
を
建
て
、
先
祖
以
来
の
こ
と
を
詳
し
く
述
べ
た
も
の
で

あ
る
。

廟
は
壊
れ
、
碑
も
倒
れ
て
い
た
の
を
、
宋
初
に
重
立
さ
れ

た
。
四
面
刻
、
二
〇
〇
〇
字
を
こ
え
る
晩
年
の
代
表
作
。
重

（唐

刻
し
て
建
て
た
か
ど
う
か
、
は

っ
き
り
し
な
い
。

特
徴
と
し
て
、
起
筆
に
筆
鋒
を
く
る
め
て
蚕
の
頭
の
よ
う

に
し
、
波
法
の
終
り
を

一
度
押
え
て
か
ら
筆
を
上
に
抜
く
の

で
尾
が
二

つ
に
燕
尾
の
よ
う
に
な
る
。
「蚕
頭
燕
尾
」
（編
集
部
）

顔冴
氏し

家か

廟盲
碑ひ

顔舛
真比
鬼lほ

①

用
紙
　
半
紙
普
通
判

Ｈ
注
Ｈ
漢
字
研
究
部
競
書
作
品
は
、

左
の
法
帖
の
中
か
ら

何
文
字
臨
書
し
て
も
よ
い
。

（掲
載
部
分
以
外
は
不
可
）

昔

孔

樫

有
二夷

鼎

之

銘
↓陸

機

有
二祠

堂

之

頌
”

一Ｆ
一「



Ｌ

一

旦

一

〈解
説
〉

虫
よ
け
に
椿
紙
を
丁
字

（
フ
ト
モ
モ
科

の
常
緑
高
木
）
な
ど
で
染
め
た
料
紙
を
用

い
て
い
る
た
め
、
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
。

も
と
は
粘
葉
装
の
冊
子
本
で
、
撰
者
や
成

立
年
代
と
も
に
未
詳
の
私
撰
集

「麗
花
集
」

の
断
簡
で
あ
る
。
「麗
花
集
」
は
、
「後
撰

和
歌
集
Ｌ
序
や

「古
来
風
妹
抄
」
な
ど
に

熙

①そ
の
名
を
見
い
出
せ
る
が
、
完
本
は
存
在

せ
ず
、
同
じ
く

「
麗
花
集
」
を
書
写
し
た

断
簡
の
伝
小
野
道
風
筆

「
八
幡
切
」
を
含

め
、
１２０
首
余
り
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

書
風
は
、
軽
妙
鋭
敏
で
、
繊
細
な
筆
致

が
自
由
奔
放
に
淀
み
な
く
動
き
、
清
爽
優

麗
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（編
集
部
）

Ｈ
注
＝
か
な
研
究
部
競
書
作
品
は
、

左
の
古
筆
の
掲
載
部
分
よ
り
歌

一

首
以
上
を
書
く
。
（全
臨
も
可
）

用
紙
・
半
紙
普
通
判

（料
紙
可
）

〈
た
て
長
に
使
用
〉

・
別
紙
を
裁
断
し
て
貼
付
は
不
可
。

靭翻部鞘

一Ｆ
一「

③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苺
紙し斬
（伝
小
だ
務
）

ゆ
く
み
ち
も
春
け
き
も
の
を
ほ
と
ゝ
ぎ
す

こ
ゑ
に
こ
ゝ
ろ
の
と
ま
り
ぬ
る
か
な

む
ら
か
み
の
御
と
き
の
う
た
あ
は
せ

よ
み
人
し
ら
ず

あ
ふ
こ
と
を
い
つ
か
と
ま

つ
に
あ
や
め
ぐ
さ
い
と
ゞ

こ
ひ
ぢ
に
し
げ
る
め
る
か
な



Ｌ

一

且

一

漢
　
字
　
規
　
定
　
初
段
以
上
　
【
五
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

風 革i

暖 推i

草 群i

薫 鞘i

”帥帥帥̈帥帥中帥岬帥帥的帥岬帥帥帥”

よ
み

（風
暖

く
草
薫
る
）

辻

元

大

雲

選

書

書
体
＝
自
由

習

い
方
解
説
　
付

辻
　
一死
　
大
　
雲

風
暖
草
薫

（風
暖
く
草
薫
る
）

今
回
か
ら
６
回
担
当
し
ま
す
。
参
考

例
は
概
ね
行
草
体
と
し
ま
し
た
。
書
体

自
由
で
す
の
で
い
ろ
い
ろ
な
書
体
、
書

風
に
よ
る
多
様
な
表
現
を
試
み
て
く
だ

さ
い
。

半
紙
と
い
う
限
ら
れ
た
紙
面
に
い
か

に
表
現
す
る
か
、
小
な
り
と
い
え
ど
も

学
書
の
基
本
と
し
て
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
四
文
字
あ
る
い
は
多
字
数
表

現
に
し
ろ
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
基
礎
的
な

学
習
を
し
な
が
ら
創
意
溢
れ
る
表
現
に

も
挑
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
特
に
用
筆
の

工
夫
は
、
筆
を
い
か
に
う
ま
く
使
い
こ

な
す
か
で
あ
り
、
筆
毛
の
種
類
や
形
状

の
違
い
に
よ
り
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
の
機
能
に
合
わ
せ
、

筆
の
持
ち
方
や
運
筆
の
リ
ズ
ム
も
異
な

り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
試
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
は
四
字
句
を
や
や
柔
ら
か
い
羊

墓
長
鋒
に
よ
る
行
書
表
現
と
し
ま
し
た
。

一Ｆ
一「



Ｌ

一

且

一

漢
　
字
　
規
　
定
　
秀
級
以
下

【
五
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
半
紙
普
通
判

楽

主
Ｈ

存
　
心

よ
み

（善
を
楽
し
み
心
に
存
す
）

小

伏

小

扇

選

書

一“！“””“！“一＝
！““！“一”】”””””市一”””一市””””””！”“̈
一一

書
体
Ｈ
楷
書

習
い
方
解
説
　
付

小

伏

小

扇

楽
善
存
心

〔文
徴
明
〕

（善
を
楽
し
み
心
に
存
す
）

善
を
楽
し
み
忘
れ
な
い
よ
う
に
心
に

と
ど
め
る
。

今
回
は
王
義
之
の
楽
毅
論
を
参
考
に

し
ま
し
た
。
∧
楽
毅
論
∨
は
三
国
の
時

代
に
魏
の
夏
侯
玄
と
い
う
人
が
作

っ
た

文
章
で
、
楽
毅
と
は
戦
国
の
時
代
、
燕

の
昭
王
の
幕
僚
と
し
て
活
躍
し
た
人
物

で
、
そ
の
人
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で

す
。
文
字
の
形
は
巧
妙
で
、
気
品
高
く

温
雅
な
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。
横
画
の

打
込
み
は
、
浅
い
角
度
で
入
り
、
極
端

に
筆
圧
を
加
え
な
い
よ
う
運
筆
し
ま
す
。

「心
」
の
形
は
右
上

へ
の
末
広
が
り
で
、

下
部
は
水
平

一
線
上
に
、
ほ
ぼ
そ
ろ
え

て
書
い
て
く
だ
さ
い
。



Ｌ

一

且

一

か
　
な
　
規
　
定
　
初
段
以
上
　
【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙

翻
柵
””一”̈”帥”的Ｗ”帥”騨
叩い灘
翻
剛翻
辮
”̈叫鞘
”̈”̈”辮
辮
鞘
帥
半
紙
普
通
判

（料
紙
可
）

下

谷

洋

子

選

書
創
作

習

い
方
解
説
　
付

下

谷

洋

子

三
輪
山
を
し
か
も
隠
す
か
春
が
す
み

人
に
知
ら
れ
ぬ
花
や
咲
く
ら
む

（紀
　
貫
之
）

古

】
今
擦
靴
、
敢
え
て
春
の
歌
と
し
て

詠
む
と
詞
書
さ
れ
る
こ
の
歌
は
、
第

一
・

二
句
は
万
葉
集
の
歌
詞
を
そ
の
ま
ま
借

り
た
も
の
で
、
貫
之
青
年
期
の
作
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

か
な
は
、
変
体
が
な
が
あ
る
の
で
読

み
に
く
い
と
言
わ
れ
ま
す
。　
一
方
で
、

か
な
は
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
動
き
ま
す
。

大
切
な
の
は
流
れ
で
す
。
特
に
散
ら
し

書
き
の
よ
う
な
形
式
で
は
、
単
純
な
平

が
な
だ
け
の
姿
で
は
、
却
っ
て
連
綿
も

行
も
自
然
な
リ
ズ
ム
は
作
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
小
字
の
場
合
は
、
複
雑
な
変
体

が
な
は
避
け
、
簡
単
な
も
の
を
使
う
方

が
流
れ
に
自
然
さ
が
出
る
で
し
ょ
う
。

創
作
に
あ
た
っ
て
の
文
字
の
変
換
は
、

無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
／

こ
れ
を
念
頭
に
し
ま
し
ょ
う
。

一華

車一中”撃

“””

一ン

岬岬”岬帥̈̈̈岬一̈，叩̈，一̈”中̈中”叩̈̈叩”岬岬̈”一̈”岬岬岬の岬”的岬的岬岬岬岬岬岬岬”中岬岬岬岬岬岬岬岬”岬帥帥帥帥岬岬岬

よ
み
方
　
み
わ
山
を
し
／
か
（可
）
も
（毛
）
か
（可
）
く
（久
）
す
（春
）
／
か
／
は
（者
）
る
（流
）
が
（可
）
す
み
舎
０
人
に
（体
）

し
ら
れ
（連
）
ぬ
は
（八
）
な
（那
）
や
さ
く
（久
）
ら
／
む
（牟
）

一Ｆ
一「



Ｌ

一

旦

一

か

な

規

定
　
秀
級
以
下
　
【
二
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙

半
紙
を
ア
旦
２

（料
紙
可
）
（た
て
３２
セ
ン
チ
・
よ
こ
１２
セ
ン
チ
）

掲
載
写
真
の
う
た
を
全
臨
、
ま
た
は
部
分

（
二
宇
以
上
の
連
綿
）
を
臨
書
す
る
。

よ
み
方
　
わ
が
（可
）
い
ほ
は
（者
）
み
わ
の
や
ま
も
と
こ
ひ
し
く
（久
）
は

と
ぶ
ら
ひ
き
ま
せ
す
（須
）
ぎ
た
（多
）
て
る
か
ど

か

な

条

幅

規

定
　
【
五
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
小
画
仙
紙
半
切

（料
紙
可
）

石

井

明

子

選

書

よ
み
方
　
お
（於
）
し
な
（奈
）
べ
（辺
）
て
花
の
（能
）
さ
か
（可
）
り
（里
）
に
（体
）
な
り
（利
）
に

け
（遣
）
り
山
の
は
（者
）
ご
と
に
合
し
か
か
（
ゝ
）
る
（類
）
し
ら
（良
）
雲

※
建裾
作
品
に
つ
き
出
一口
翌
雰
の
柿
曽
」
は
こ
こ
に
」

高

野

切

第

二

種

習
い
方
解
説
　
付

石

井

明

子

お
し
な
べ
て
花
の
盛
り
に
な
り
に
け

り
山
の
端
ご
と
に
か
か
る
白
雲
（西
行
）

条
幅
横
物
は
、　
一
行
の
字
数
が
少
な

く
、
隣
接
の
行
と
同
じ
字
数
に
な
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
今
回
は
花
、
山
、

雲
の
や
さ
し
い
漢
字
を
使
用
し
、
変
化

を
求
め
て
み
ま
し
た
。
連
綿
線
の
多
い

行
、　
一
字
ず
つ
を
独
立
さ
せ
て
書
く
行
、

真
直
ぐ
な
行
、
湾
曲
さ
せ
る
行
等
の
組

み
合
せ
を
考
え
て
構
成
し
て
く
だ
さ
い
。

墨
継
は
行
頭
を
避
け
た
方
が
無
難
で
す
。

墨
量
は
ひ
か
え
め
の
方
が
上
品
で
す
。

※
よ
こ
形
式
に
限
る

一Ｆ
一「



且

一

漢

宇

条

幅

規

定
　
初
段
以
上
　
【
五
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
小
画
仙
紙
半
切

故
人
西
辞
黄
鶴
模
　
畑
花
二
月
下
揚
州

（李
白
）

（故
人
西
の
か
た
黄
鶴
楼
に
辞
し
、
姻
花
二
月
揚
州
に
下
る
）

漢

字

条

幅

規

定
　
秀
級
以
下

【
五
月
二
十
日
締
め
き
り
】

用
紙
　
小
画
仙
紙
半
切

風
暖
鳥
撃
砕

　

（杜
萄
自
）

（風
は
暖
か
く
し
て
、鳥
声
砕
か
る
）

種

谷

高

城

選

書

書
体
＝
自
由

萩

原

香

扇

選

書

書
体
Ｈ
自
由

習

い
方
解
説

種

谷

高

城

李
自
の
七
言
絶
旬

「黄
鶴
棲
送
孟
浩

然
之
廣
陵
」
の
前
半
二
旬
を
採
り
ま
し

た
。
昨
夏
、
湖
北
省
の
武
漢
を
訪
れ
黄

鶴
模
に
上
り
ま
し
た
。
長
江
の
雄
大
な

風
光
を
眺
め
、
悠
久
の
歴
史
を
肌
で
感

じ
ま
し
た
。
敷
地
内
に
、
中
国
の
現
代

書
法
家
を
代
表
す
る
沈
鵬
先
生
が
揮
亀

さ
れ
た
こ
の
詩
の
碑
が
あ
り
ま
し
た
。

見
応
え
の
あ
る
巨
碑
で
し
た
。

習
い
方
解
説
　
付

萩

原

香

扇

私
は
作
品
を
作
る
時
、
出
来
る
だ
け

詩
の
内
容
を
表
現
す
る
よ
う
心
に
お
い

て
い
ま
す
。
今
回
も
そ
う
出
来
れ
ば
と

書
い
て
み
ま
し
た
。

暖
か
い
春
風
、
鳥
の
声
も
は
ず
ん
で

あ
ち
こ
ち
に
飛
び
ち
る
と
い
う
春
の
詩

を
選
び
ま
し
た
。

自
然
な
用
筆
で
、
大
ら
か
に
書
作
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

一Ｆ
一「
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Ｌ

一

到

一

ベ
　
ン
　
宇
　
規
　
定

　

【
五
月
二
十
日
締
め
き
り
】

熙熙
ン
ヽ
熙
ン
ヽ

鋼
欝
欝
繋
”鱗

縄繋

川

島

舟

錦

選

書

習
い
方
解
説
　
付

ウ
ィ
ー
ン
の
日
本
人
学
校
長
と
し
て
赴
任

し
た
と
き
か
ら
２０
年
近
く
た

っ
た
今
も
、
毎

年
訪
間
し
続
け
る
谷
脇
梅
翠
先
生
。
ウ
ィ
ー

ン
は
長
い
歴
史
の
中
で
、
音
楽
や
絵
画
な
ど

の
芸
術
を
大
切
に
育
み
、
そ
の
水
準
の
高
さ

を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
書
道
芸
術
院
高
知
選
抜
ウ
ィ
ー

ン
展
も
今
年
で
１０
回
を
数
え
ま
す
。

谷
脇
梅
翠
著

『
ウ
ィ
ー
ン
の
風
』
の
中
か

ら
ペ
ン
字
課
題
を
い
た
だ
い
て
、
ウ
ィ
ー
ン

に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
練
習
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

漢
字

（大
）
、
ひ
ら
が
な

（中
）
、
カ
タ
カ

ナ

（小
）
、

の
大
き
さ
に
気
を

つ
け
て
書
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

※
落
款
を
入
れ
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
（落
款
は
自
分
の
名
前
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
）

鰯華
書
体
Ｈ
自
由

ナ||

島

舟

錦

一Ｆ
一「

熙
”ン中巾ン
”ン
ヽ
諸
ン
ヽ
””中巾̈”ン的指
ン

，！̈一”̈一̈“中”̈”̈市̈̈
一̈“一！中一“一̈！̈中！̈一”一！”̈“一一”「！”一！”̈！̈一一̈̈一，！”！，！̈！，一ｉ！̈！̈”̈”！””！”一”一一̈”！̈，̈“̈̈，̈十̈一̈！！！一一̈̈一一！̈̈一̈！̈！̈“̈，”一

熙
　
熙

ン

襴中”脚

】̈̈̈
”̈！̈̈””！̈！̈！̈̈”一”！，”！̈一い”””！，̈！一̈一！一一”！一̈一̈一】̈̈̈
¨̈”̈一””一̈̈̈
“̈一̈一̈̈̈“̈””̈一！，̈！̈一̈̈̈“““一一̈”““！̈一！““一̈！”！̈”一！”！̈一̈̈̈̈
“̈̈，̈！一̈！“̈̈】̈̈一，！一̈“̈！̈一”一̈̈一一！”一一””一一̈”̈̈一̈”̈一一一，”“”一̈！”一̈̈̈̈
一”̈一”一̈̈̈
↓̈̈”一̈̈̈！̈一̈̈！̈”！”一”̈

用
紙
――
は
が
き
の
大
き
さ
、
白
色
の
も
の
、
黒
イ
ン
ク
使
用
の
こ
と

灘



Ｌ

一

且

一

今

月

の
…

恭
＝
フ
作
品

各
都
総
評

ベ
ン
学
部
　
師
範
　
沖
　
佐
和
子

微
妙
に
太
細
の
変
化
を

つ
け
、
流
れ

る
よ
う
な
リ
ズ
ム
が
旋
律
を
奏
で
る
。

行
間
、
字
間
の
余
白
も
冴
え
て
明
る
い
。

◎
ベ
ン
学
部
総
評
　
ペ
ン
書
き
と
い
え

ど
運
筆
に
は
作
者
の
呼
吸
や
息
づ
か
い

が
表
れ
る
。
気
が
急
く
と
筆
致
も
乱
れ
、

線
が
ざ
わ

つ
き
ま
す
。
　

　

（澄
神
評
）

“一“一“！“”“一“一一！一一“一“一一“”一“”“一“一一”一一！“，“““一““！““一一一＝
“一“”一一一“！““““““一一一“！““一一“一！““一“”！““”！一”！“”一”“！一一”！“十“一”一一，一“一”““““”一““一̈
一一一”“！“一“一一一一一一一一”

翻
ン

謡

鞘

鞘

欝

か
な
条
幅
部

準
師

滝
沢
ふ
さ
子

紙
質
の
関
係
で
渇
筆
が
や
や
足
り
な

か
っ
た
の
が
残
念
だ
が
、
線
の
末
端
ま

で
の
厳
し
さ
は
圧
巻
、
韻
致
が
高
い
。

◎
か
な
条
幅
部
総
評
　
毎
回
の
こ
と
で

す
が
変
体
が
な
は
原
字
を
よ
く
確
か
め

て
書
く
こ
と
。
特
に
気
脈
の
部
分
に
理

解
不
足
が
見
ら
れ
ま
す
。
　

（洋
子
評
）

NO.549

前
衛
書
部
　
特
選
　
石
下
　
率
葉

思
い
切
っ
た
構
成
の
直
と
曲
の
線
は

強
と
弱
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
、
そ

の
ぶ
つ
か
り
合
う
力
を
感
じ
取
れ
る
。

◎
前
衛
書
部
総
評
　
半
数
は
空
間
美
の

表
現
が
よ
い
と
思
う
。
初
心
者
は
文
字

脱
却
に
書
き
込
み
努
力
を
。
（慧
芳
評
）

漢
宇
条
幅
部

師
範

長
島
　
偲
雨

単
体
で
調
々
と
書
き
進
め
、
淡
墨
の

味
わ
い
と
共
に
、
余
韻
の
あ
る
作
と
な
っ

た
。
表
現
停
止
の
ね
ら
い
が
よ
い
。

＝
“＝
料
＝
常
付
“＝
＝
＝
＝
＝
川”■
“”叫
“科
“”＝
”■
料
“
料
叫
料
＝
料
料
掛
辞
“”研
”村
料

＝
糾
＝
“料
神
料
糾
対
＝ヽ
料
“”糾
市＝
””料
神
料
■
””＝
＝
培
単
一■
”神
神
科
＝
”い打
球
Ｈ”

料
打
市“鞘
材
料
料
＝
軒
”””一納
対
料
“報
対
＝
糾
＝
料
＝
＝
対
出拙
料
科
＝
神

現
代
詩
文
書
部

特
選

熊
谷
　
青
山

横
画
に
ス
ピ
ー
ド
を

つ
け
て
の
大
き

な
円
運
動
が
力
強
い
う
ね
り
と
な
り
、

活
力
あ
る
作
品
に
な

っ
て
い
る
。

◎
現
代
詩
文
書
部
総
評
　
創
意
工
夫
は

大
切
だ
が
、
根
本
で
あ
る
線
の
鍛
錬
を

怠
ら
ぬ
よ
う
。
　
　
　
　
　
（石
雲
評
）

◎
漢
字
条
幅
部
総
評
　
色
々
な
技
術
を

習
得
す
る
の
も
学
書
の
ね
ら
い
、
計
画

的
に
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
何
を
訴
え

た
い
か
が

一
番
大
切
な
こ
と
。
（春
洋
評
）

漢

学

部
　
師
範
　
竹
浪
　
叙
舟

顔
法
楷
書
の
風
を
得
て
、
太
細
の
変

化
を
鮮
明
に
打
ち
出
す
。
鋒
先
の
鋭
さ

を
生
か
し
表
情
に
変
化
を
つ
け
て
妙
。

◎
漢
学
部
総
評
　
上
級
五
文
字
表
現
は

楷
行
は
安
定
、
草
書
の
字
形
不
安
定
作

多
し
。
大
胆
な
表
現
を
期
待
し
た
い
が
、

無
理
な
造
形
は
避
け
た
い
。
（大
雲
評
）

か

な

部
　
師
範
　
宮
岡
　
容
子

洗
練
さ
れ
た
粘
り
の
強
い
線
が
美
し

い
。
二
行
め
と
三
行
め
の
字
粒
の
変
化

が
効
果
的
で
爽
や
か
な
作
品
と
な
っ
た
。

◎
か
な
部
総
評
　
全
般
に
字
の
大
き
さ

の
把
握
が
よ
く
、
安
定
感
と
華
や
か
さ

を
も
つ
作
品
が
ふ
え
ま
し
た
。
堂
々
と

表
現
で
き
て
い
る
成
果
か
。
（明
子
評
）

一Ｆ
一「



Ｌ

一

且

一

車……………1今

月

の

鈴

木

英

晴

書

特

別

研

究

部

g娼事
鈴

木

春

江

優

秀

作

回剛
（特
選
）

一Ｆ
一「

閣
樹
員

霞

）
鈴

木

英

晴

「若
山
牧
水
詩
」

◆
柔
ら
か
味
あ
る
潤
渇
の
変
化
が
広
く
空
け

た
行
間
と
調
和
し
、
明
る
く
リ
ズ
ム
感
あ
る

作
と
な
っ
た
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
情
感
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（大
雲
評
）

◆
複
雑
な
線
の
響
き
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い

く
。
字
形
の
組
み
立
て
が
横
へ
の
広
が
り
を

見
せ
、
横
へ
の
突

っ
張

っ
た
線
は
な
い
。
お

だ
や
か
で
静
か
な
性
格
だ
ろ
う
。
（春
洋
評
）

◆
派
手
な
大
胆
さ
は
な
い
が
、
濃
墨
を
深
く

沈
め
て
筆
毛
の
慈
味
を
出
す
。
行
間
が
明
る

く
、
思
わ
ず
読
ん
で
引
き
込
ま
れ
る
溶
々
と

し
た
リ
ズ
ム
感
が
魅
力
。
　
　
　
（洋
子
評
）

◆
淡
々
と
書
き
進
め
変
化
が
少
な
い
よ
う
に

見
う
け
ら
れ
る
が
、　
一
本

一
本
の
線
は
リ
ズ

ム
を
持

っ
て
変
化
し
て
い
る
。
詩
情
の
高
ま

り
が
ほ
し
い
気
も
す
る
。
　
　
　
（蒼
玄
評
）

「
舞

う
」

◆
静
か
で
温
か
い
。
淡
墨
が
余
白
に
と
け
込

ん
で
穏
や
か
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
て
い

る
。
こ
の
や
わ
ら
か
さ
が
主
題
だ
ろ
う
。
品

が
あ
る
の
も
よ
い
。
　
　
　
　
　
（春
洋
評
）

◆
墨
色
の
た
め
か
、
全
体
に
柔
ら
か
く
軽
快

な
春
の
光
を
感
じ
る
。
多
様
な
運
筆
の
リ
ズ

ム
で
、
余
白
を
自
然
に
動
か
し
爽
や
か
に
仕

上
げ
た
。
温
雅
な
響
き
だ
。
　

　

（洋
子
評
）

◆
柔
ら
か
く
広
が
る
丸
と
渇
筆
が
全
体
を

つ

つ
み
温
か
味
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
潤
渇

の
表
現
も
よ
い
が
ど
こ
か
に
強
さ
の
あ
る
直

線
が
ほ
し
か

っ
た
。
　
　
　
　
　
（蒼
玄
評
）

◆
や
や
中
濃
墨
を
使
用
、
に
じ
み
の
少
な
い

用
紙
に
よ
り
微
妙
な
濃
淡
の
変
化
、
運
筆
の

リ
ズ
ム
に
よ
る
表
情
の
違
い
を
ね
ら
う
。
細

線
が
微
か
な
動
き
を
見
せ
る
。
　

（大
雲
評
）

総

文
字
は
絵
文
字
か
ら
発
展
し
現
在
の
形
と
な
っ
た
。

私
た
ち
日
本
人
に
文
字
は
抽
象

（わ
か
ら
な
い
も
の
）

か
、
具
象

（す
ぐ
に
わ
か
る
も
の
）
か
と
の
問
い
か

け
を
す
る
と
、
具
象
で
あ
る
と
の
答
え
が
か
え
っ
て

く
る
。
そ
れ
は
読
め
た
か
ら
と
の
こ
と
か
ら
で
あ
ろ

う
が
、
読
め
る
こ
と
と
わ
か
る
こ
と
で
は
全
然
意
味

が
違
う
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
作
品
は
ダ
ブ
リ
ン
の
人
達
に
は
ど
の
よ

う
に
映
る
の
だ
ろ
う
。
読
め
る
よ
り
わ
か
る

（伝
わ

る
）
作
品
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
今
回
は
９３
点
。

（蒼
玄
）

〈
特

選

候

補

者

〉

現 か か 漢 漢 漢

前 前 象 現 現

一
弦
　
木
村
　
貴
衣

千
葉
　
東
原
　
一局
桜

声
香
　
米
倉
　
警
香

蓮
紅
　
千
葉
　
華
紅

志
引
　
鈴
木
　
朝
夫

翠
苑
　
佐
々
木
豊
苑

う
る
　
蜜
波
羅
鳳
雲

炎
佳
　
佐
藤
　
華
炎

墨
宣
　
中
山
　
無
硯

大
拙
　
大
庭
　
幸
石

清
流
　
渋
谷
　
充
律

評



Ｌ

一

且

一

ぞ縁母
二
剛

田

ま
さ
美

「
ゆ

き

や

な

ぎ

」

◆
強
靭
な
線
を
ね
ら
い
超
大
字
が
な
に
挑
戦
、

そ
の
心
意
気
が
筆
意
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

細
線
の
鋭
敏
さ
は
出
た
が
、
さ
ら
に
筆
の
回

転
に
沈
潜
し
た
余
裕
が
ほ
し
い
。
（洋
子
評
）

◆
半
折
に
一
行
五
文
字
の
か
な
作
品
は
珍
し

い
。
大
字
が
な
作
は
何
よ
り
線
の
切
れ
味
と

文
字
造
形
が
き
め
手
。
書
き
出
し
二
字
に
も
っ

と
切
れ
味
が
ほ
し
い
。
　
　
　
　
（大
雲
評
）

◆
大
胆
な
大
字
が
な
へ
の
挑
戦
と
見
る
。
線

は
強
さ
も
あ
る
が
筆
が
細
い
か
も
、
否
、
文

字
が
少
し
大
き
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
。
何

れ
に
し
て
も
更
に
攻
め
て
…
。
　

（春
洋
評
）

◆
漢
字
の
草
体
を
強
い
線
で
ま
と
め
て
い
る
。

か
な
は
本
来
小
さ
い
も
の
と
の
考
え
を
打
ち

破
る
方
向
が
う
か
が
え
る
が
、
全
体
と
し
て

の
流
れ
が
ほ
し
い
と
感
じ
た
。
　

（蒼
玄
評
）

醒
饂
大 友 紅 蓉

一剛

田

ま
さ
美

書

「
出
会

い
」

◆
切
れ
の
よ
い
線
が
空
間
を
ひ
き
し
め
て
い
る
。
墨
の
飛
沫

も
的
を
得
て
よ
い
が
墨
の
濃
淡
の
工
夫
が
今

一
歩
で
あ
る
。

構
成
も
安
定
し
す
ぎ
た
感
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（蒼
玄
評
）

◆
中
央
と
下
の
構
成
が
少
々
似
通

っ
た
の
が
残
念
だ
が
、
切

れ
味
の
利
い
た
動
勢
が
作
品
の
規
模
を
大
き
く
見
せ
て
い
る
。

造
形
の
中
の
白
が
美
し
く
品
格
を
感
じ
る
。
　
　
　
（洋
子
評
）

◆
や
や
厚
手
の
画
箋
に
潤
渇
の
変
化
を
鋭
い
筆
致
で
表
現
し

て
い
る
。
書
き
出
し
部
や
や
重
す
ぎ
る
感
あ
る
が
、
三
段
階

の
リ
ズ
ム
が
小
気
味
よ
く
ま
と
ま
る
。
　
　
　
　
　
（大
雲
評
）

◆
紙
を
切
る
鋭
さ
が
快
い
響
き
を
発
す
る
。
造
形
も
鋭
く
、

余
白
に
も
緊
張
感
が
走
る
。
縦
長
の
ま
と
め
方
と
す
れ
ば
、

中
、
下
や
や
単
調
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（春
洋
評
）

高

橋

小

汀

橋

/j、

汀

「
中
原
中

也

詩
」

◆
器
用
に
ま
と
め
た
作
品
と
見
え
る
。

筆
は
小
さ
過
ぎ
る
か
、
響
き
が
足
り
な

い
。
芸
術
だ
か
ら
技
術
も
必
要
だ
が
、

う
ま
い
人
は
心
の
問
題
を
絶
え
ず
考
え

る
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
（春
洋
評
）

◆
白
が
輝
き
を
持

っ
て
迎
え
て
く
れ
る

作
品
だ
。
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
い
せ
い

か
可
読
性
に
疑
問
も
あ
る
が
、
そ
れ
を

差
し
引
い
て
も
完
成
度
は
高
い
作
品
だ
。

（蒼
玄
評
）

◆
扁
平
な
結
体
の
大
小
の
バ
ラ
ン
ス
が

酒
落
た
味
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
中
也

の
癖
の
あ
る
内
容
に
は
こ
れ
位
の
意
匠

も
必
要
か
と
思
う
。
や
や
甘
い
線
が
気

に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（洋
子
評
）

◆
横
展
開
作
と
し
て
中
央
部
の
ふ
く
ら

み
と
左
右
が
う
ま
く
調
和
し
て
い
る
。

潤
渇
の
変
化
も
巧
み
で
ま
と
ま
り
あ
り
。

無
理
な
字
形
と
感
ず
る
と
こ
ろ
若
干
あ

り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
雲
評
）

一Ｆ
一「
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選評 大  野  祥  雲

今月のホープ作品

横 井 正 江

ン

ン

ン

ン

ン

漢
学
研
究
部
　
特
選
　
横
井
　
正
江

筆
を
そ
っ
と
お
き
、
穂
先
を
隠
し
た
始
筆
。
圧
を

加
え
弾
力
を
利
用
し
た
終
筆
。
転
折
も
方
筆
、
円
筆

を
使
い
分
け
、
ま
た
筆
を
突
き
上
げ
る
よ
う
に
し
て

引
き
お
ろ
し
た
も
の
も
あ
る
。
原
帖
の
特
徴
を
よ
く

理
解
。
線
も
確
か
で
伸
び
や
か
。
更
な
る
躍
進
を
。

◎
漠
宇
研
究
部
総
評

孟
法
師
碑
は
整
斉
な
字
形
で
ゆ
る
ぎ
な
く
、
温
か

さ
も
あ
る
の
で
初
心
者
に
と
っ
て
は
最
適
の
教
材
と

い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
方
円
併
用
の
技
も
隠
れ

て
お
り
、
侮

っ
て
は
い
け
な
い
。

例
え
ば
◎
横
画
、
筆
圧
を
次
第
に
加
え
た
も
の
、

途
中
で
吊
り
上
げ
た
も
の
、
始
筆
か
ら
そ
の
ま
ま
運

筆
し
た
も
の
な
ど
あ
る
。
◎
転
折
、
西
、
而
、
青
、

而
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
◎
右
払
い
、
短
か
め
に
押

し
出
す
よ
う
に
払

っ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
基

本
点
画
に
つ
い
て
見
方
の
あ
ま
い
方
も
い
ま
し
た
。

ン
絹 白萩 文 須 祥 和 登 杏 枝 松 彩

美
子 扇 香 江 寿 映 子 枝 仙 美 春 舟

英 久 松 敦 洋 梢 澄 幸 由磨 雅 青
美        美
子 子 鳳 子 子 琴 水 平 子 雨 子 山

一Ｆ
一「

韻
灘
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今月のホープ作品
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鈴 木 史 子

か
な
研
究
部
　
特
選
　
鈴
木
　
史
子

直
筆
を
主
軸
に
側
筆
や
逆
筆
が
適
度
に
と
け
込
ん
で
い
た

り
、
鋒
先
を
駆
使
し
た
軽
快
な
リ
ズ
ム
や
、
線
の
ね
ば
り
も

見
事
に
き
ま
っ
て
洗
練
さ
れ
た
秀
作
で
す
。

◎
か
な
研
究
部
総
評

線
は
軽
快
そ
の
も
の
で
、
繊
細
さ
や
勢
い
、
鋭
さ
も
あ
っ

て
優
れ
た
作
品
が
多
か
っ
た
。
筆
が
走
り
す
ぎ
て
、
ね
ば
り

や
気
脈
の
美
し
さ
、
気
品
に
欠
け
た
も
の
も
あ
っ
た
。

五
百

子

美
知

子

孝

　

子

華

　

紅

特
　
選

喜
楽
　
鈴
木
　
史
子

玉
葉
　
阿
部
五
百
子

も
く
　
森
田
　
藤
谷

蘭
鼎
　
川
崎
　
優
子

大
阪
　
生
駒
　
萩
花

竹
扇
　
木
下
　
怜
扇

高
崎
　
酒
井
　
恵
子

卯
月
　
栗
原
　
信
子

塁
田
　
小
野
寺
玉
華

商
真
　
鈴
木
　
亜
希

竜
泉
　
後
藤
美
知
子

玉
葉
　
仙
田
　
孝
子

蓮
紅
　
千
葉
　
華
紅

Ｎ
Ｈ
　
坂
本
　
み
よ

澄
春
　
宇
田
川
春
華

大
雲
　
小
見
川
碧
洋

大
阪
　
岸
本
　
萩
茜

澄
春
　
山
口
　
幽
香

大
雲
　
森
下
　
祥
泉

大
阪
　
河
合
　
智
子

卯
月
　
天
野
あ
い
子

五
葉
　
一戸
来
　
益
江

石
習
　
松
丸
　
愛
石

京
華
　
五
十
嵐
華
葉

大
阪
　
徳
田
　
萩
峯

秀

作

秀
水
　
門
脇
　
信
子

広
島
　
川
本
　
南
汀

秀
峰
　
渡
辺
　
信
撲

高
真
　
岩
上
　
郁
子

玉
松
　
橋
本
　
紅
霞

蓮
紅
　
藤
原
　
紅
雲

竜
泉
　
後
藤
　
良
泉

大
阪
　
松
本
　
陽
萩

卯
月
　
新
谷
　
嵐
泉

竜
泉
　
呉
　
　
豊
美

大
阪
　
岩
根
　
恵
峯

こ
だ
　
小
泉
真
砂
子

卯
月
　
須
田
　
清
子

椿
翠
　
平
井
　
栄
子

京
橋
　
菊
池
　
昌
春

大
阪
　
松
佐
　
白
鈴

明
漢
　
小
澤
　
和
子

声
香
　
村
田
　
玲
香

皓
映
　
松
田
　
映
華

大
阪
　
川
原
　
　
恵

卿
玄
　
石
坂
　
恵
子

北
陸
　
吉
田
十
四
子

大
阪
　
貝
賀
　
窓
萩

玄
翠
　
日
比
　
湖
舟

藤
　
　
高
野
　
昌
蘭

大
雲
　
鷺
山
美
佐
子

彩
　
　
岸
田
　
東
子

高
陵
　
丹
羽
美
恵
子

春
汀
　
香
浦
　
文
江

竜
泉
　
高
橋
　
雅
泉

高
崎
　
北
村
　
欣
子

春
汀
　
吉
田
　
泰
子

大
雲
　
福
川
　
和
香

長
月
　
杉
浦
　
菊
枝

昌
苑
　
吉
田
　
翠
綾

卯
玄
　
村
田
　
珠
風

Ｎ
Ｈ
　
伊
藤
　
良
佑

五
葉
　
都
丸
み
ど
り

竜
泉
　
泉
水
　
龍
宝

大
阪
　
後
藤
多
喜
子

佳

作

竜
泉
　
土
谷
　
育
子

如
月
　
宮
澤
美
根
子

八
街
　
熱
田
　
紅
彩

竜
泉
　
土
谷
ま
つ
江

石
習
　
関
矢
　
愛
泉

竜
泉
　
森
田
　
龍
博

己
未
　
羽
片
　
勇
子

森
地
　
若
林
や
す
子

英
峰
　
吉
瀬
　
彩
雨

椿
翠
　
小
林
　
晃
代

稲
毛
　
斉
藤
由
美
子

春
汀
　
沖
　
佐
和
子

大
雲
　
職
貝
　
清
耀

筑
桜
　
大
西
　
一
美

久
賀
　
岩
渕
　
祥
苑

筑
桜
　
小
日
　
智
子

華
祥
　
安
藤
　
華
祥

幕
張
　
高
橋
　
賢
雲

〃
　

松
島
　
率
舟

硯
水
　
佐
々
木
雅
芳

石
習
　
内
田
　
皓
泉

広
島
　
熊
谷
　
紫
蘭

こ
だ
　
吉
野
　
彩
祥

高
崎
　
青
木
江
理
子

詢
扇
　
工
藤
　
香
蘭

八
街
　
栗
原
恵
美
子

こ
だ
　
大
石
　
星
祥

大
拙
　
荒
木
　
孫
功

八
街
　
足
助
　
実
枝

秀
峰
　
一高
橋
　
幸
苑

こ
だ
　
梅
原
　
虹
祥

大
阪
　
神
野
　
萩
碧

前
橋
　
碓
井
　
　
弘

秀
水
　
と畠
澤
理
恵
子

千
葉
　
村
田
　
笑
華

英
峰
　
上
原
　
岳
峰

桂
月
　
小
川
　
輝
峯

東
岳
　
砂
川
　
琉
華

秀
水
　
高
橋
　
初
江

こ
だ
　
五
十
嵐
佳
栄

大
阪
　
除
補
　
尚
子

北
陸
　
西
岡
　
悦
子

広
島
　
香
川
　
一昌
子

大
阪
　
小
林
　
芳
萩

玉
松
　
小
川
　
彩
香

智
　
　
生
方
由
美
子

霜
月
　
湯
本
　
桂
月

五
葉
　
森
田
　
睦
子

千
葉
　
紫
雲
　
糧
月

佑
希
　
田
中
　
梢
翠

山
正
　
一剛
島
登
代
子

入
　
選

高
陵
　
住
吉
　
和
子

京
橋
　
近
藤
　
松
春

正
華
　
石
橋
　
知
子

椿
翠
　
助
川
　
栄
子

正
華
　
松
岡
　
律
子

千
葉
　
大
槻
　
幸
江

高
真
　
木
暮
　
美
紀

椿
翠
　
安
藤
美
代
子

千
葉
　
松
田
　
藍
華

香
月
　
鈴
木
　
香
生

明
漢
　
社
本
　
一二
和

卿
玄
　
新
井
　
静
江

千
葉
　
湯
本
　
橙
子

卿
玄
　
長
谷
川
真
理

八
街
　
古
矢
野
嘆
審

千
葉
　
松
重
　
翠
景

正
華
　
神
保
　
佳
子

大
阪
　
野
々
山
萩
錦

明
漢
　
嶋
　
与
祢
子

秀
水
　
花
里
　
智
子

泉
会
　
辻
　
　
洋
子

秀
水
　
北
爪
八
重
子

大
阪
　
藤
井
　
智
子

洞
書
　
濱
田
　
竹
雪

う
る
　
木
村
　
順
子

大
阪
　
小
野
　
萩
光

秀
峰
　
柳
堀
　
政
率

稲
毛
　
細
村
　
貴
子

福
山
　
岡
本
　
真
峰

湘
南
　
小
嶋
　
路
子

澄
春
　
宮
内
　
幸
平

春
汀
　
石
田
　
喜
子

庄
司
久
美
子

春
汀
　
宮
野
鼻
満
津
枝

翠
柳
　
近
池
　
柳
芳

信
篤
　
神
成
　
行
子

秀
明
　
岩
崎
　
洋
子

蒼
原
　
吉
田
　
景
鮮

五
葉
　
阪
東
　
静
子

翠
吟
　
飯
渕
　
操
加

春
汀
　
辰
本
　
光
子

生
大
　
小
川
　
雅
子

春
寿
　
堀
　
志
津
子

春
汀
　
下
田
加
代
子

卯
月
　
津
田
　
幸
子

遊
雲
　
西
澤
　
彩
峰

澄
春
　
齋
藤
　
率
香

調
布
　
下
畑
　
紅
意

湘
南
　
田
中
　
吉
恵

澄
春
　
深
堀
　
清
洗

正
華
　
林
　
千
恵
子

大
阪
　
橋
本
　
都
子

大
雲
　
朝
倉
　
爽
陽

も
ぐ
　
西
川
　
藤
象

正
華
　
知
念
　
律
子

蓮
紅
　
遊
佐
　
紅
雅

高
陵
　
藤
川
　
寿
三

大
阪
　
大
薮
　
徳
子

生
大
　
作
井
　
忠
之

青
青
　
林
　
　
雙
鶴

生
大
　
佐
藤
　
彦
二

弘
舟
　
鹿
内
　
洋
煙

梨
雪
　
本
岡
　
梨
桜

紅
苑
　
茂
木
　
真
蘭

樹
原
　
庄
司
　
味
卿

玉
松
　
塩
澤
　
美
紅

治
田
　
鳥
本
　
麻
子

澄
春
　
伊
藤
し
づ
子

調
布
　
伊
藤
　
貴
芳

正
華
　
菅
谷
　
悦
子

高
陵
　
車剛
花
　
麗
子

梨
雪
　
岸
本
　
康
子

明
漢
　
吉
田
千
鶴
子

詢
扇
　
小
林
　
澄
子

紅
転
　
須
田
　
香
舟

群
馬
　
金
光
　
松
苑

麗
澤
　
阿
部
　
美
豊

紅
略
　
一高
木
百
合
子

Ａ
Ｉ
　
伊
藤
　
寿
子

青
峰
　
藤
島
　
純

一

竜
泉
　
櫻
田
　
龍
貞

八
街
　
羽
成
　
紅
楓

石
習
　
牛
丸
　
美
石

大
阪
　
押
山
　
純
子

も
く
　
新
井
　
幾
代

石
習
　
犬
飼
　
道
石

志
引
　
鈴
木
　
朝
夫

炎
佳
　
佐
藤
　
華
炎

翠
苑
　
佐
々
木
豊
苑

椿
翠
　
百
木
野
喜
代
子

正
華
　
宮
崎
　
愛
美

生
大
　
山
口
　
　
毅

三
嶋
　
敏
子

正
幸
　
永ヽ
井
　
宏
枝

石
舟
　
内
藤
　
古
塘

正
華
　
椎
名
　
幸
子

英
峰
　
佐
藤
　
桂
香

筑
桜
　
笠
松
史
恵
子

大
雲
　
河
合
　
和
敬

正
華
　
加
瀬
　
良
子

千
字
　
永ヽ
守
　
　
薫

大
阪
　
一畳
田
　
萩
彩

Ａ
Ｉ
　
藤
村
　
昌
子

泉
会
　
小
高
　
西
鈴

こ
だ
　
小
島
ふ
み
子

書
泉
　
岡
部
　
照
芳

木
曜
　
黒
江
　
幸
穂

椿
審
　
星
　
　
深
雪

京
橋
　
堀
川
　
魯
春

正
華
　
佐
藤
　
麻
美

椿
翠
　
岡
田
　
十
夜

選
外
２０８
名
氏
名
略

亜 玉 信

希 華 子

: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :拝: :

恵 怜 萩

子 扇 花

優 藤

子 谷
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且

一
L

春
季
作
品
募
集
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

漢
　
　
字
　
一
種
、
二
種

か

　

な
　
一
種
、
二
種
、
三
種

漢
字
条
幅
　
一
種
、
二
種
、
三
種

か
な
条
幅
　
一
種
、
二
種

ペ

ン

字
　
一
種
、
二
種

漢
子
、
か
な
条
幅
、
ペ
ン
字
の
三
種
は
、

秋
季
募
集
と
な
り
ま
す
。

二
、
応

募

資

格

。
一
人
で
幾

つ
の
部
に
も
応
募
で
き
る
。

・
第

一
種

現
在
級
が
優
級
～
１０
級
、
新
規

・
第
二
種

現
在
級
が
初
段
～
３
級

（４
～
１０
級
の
方
は
受
験
で
き
な
い
）

。
第
二
種

現
在
級
が
準
師
範
～
秀
級

（優
級
以
下
の
方
は
受
験
で
き
な
い
）

三
、
課
題
寺基
子
と
綱
一紙
（
却
離
娯
狩
恥
輸
軸
）

※
漢
字

・
か
な

。
漢
字
条
幅
の
臨
書
作
品

は
３
月
号
∧
５５‐
号
Ｖ
写
真
掲
載
の
中
か
ヨ

ら

〔指
定
文
字
数
〕
を
臨
書
。

第
二
種

（計
二
枚
）

指

臨
書
　
孟
法
師
碑

（指
定
箇
所
よ
り

４
文
字
を
臨
書
）

の
ブ

行

創
作
　
春

鳥

暢
二歓

情
・

よ
き
春

に
鳴

く
鳥

の
声

を
聞

い

て
歓
楽

の
情

を
舒
暢

す
る
。

ン

観

て
長
に
使
用

・
か
な
部
創
作
は
、
か
な

ｏ
漢
字
変
更
自
由
。

第

一
種
　
高
野
切
第

一
種

（半
紙

一
枚
に
指
定
の
歌
を
二
首

書
く
）

第
二
種

（計
二
枚
）

臨
書
　
和
漢
朗
詠
集

（半
紙

一
枚
に
指
定
の
歌
を
二
首
書
く
）

創
作
　
山石
す
べ
る
水
に
う
つ
ぷ
す
椿
か
な

（高
野
素
十
）

第
二
穫

（計
三
枚
）

臨
書
　
高
野
切
第
二
種

（半
紙

一
枚
に
指
定
の
歌
を
二
首

書
く
）

臨
書
　
寸
松
庵
色
紙

（半
紙

一
枚
に
指
定
の
歌
を

一
首

書
く
）

。
た
て
‐２
．
７

伽
×
よ
こ
‐２
，
４

側
の
枠

（原

寸
の
大
き
さ
）
を
半
紙
に
書
い
て
、

そ
の
中
に
書
く
こ
と
。

・
落
款
は
右
枠
内

・
外
ど
ち
ら
で
も

可
。

・
別
紙
を
裁
断
し
て
貼
付
は
不
可
。

創
作
　
見
渡
せ
ば
比
長
の
高
嶺
に
日
消
え
て

若
菜
つ
む
べ
く
野
は
な
り
に
け
り

（平
兼
盛
）

第

一
種

公

枚
）

指
ま
た
は
行

創
作
　
楽

意

在
二泉

石
・

（呉
泰
末
）

我
が
楽
し
む
物
事
は
山
水
の
景
に
在
る
。

第
二
種

（計
二
枚
）

惜

臨
書
　
顔
勤
礼
碑

（指
定
筒
所
よ
り

‐４
ノ文字
を
臨

・〓
書
や党
せ夢

行

創
作

　

一
毒

時

鳥

破
二春

寂

・

敷

貼

落

花

生
二暮

寒

・

（翁
朗
）

た
だ
一声
鳴
い
た
鳥
ば
春
の
寂
し
さ
を
破
り
、
二
、
三
点
散

め
そ
あ
王
落
花
度
錦
ぱ
ぐ
も
夕
暮
の
寒
査
を
起
こ
し
名

第
二
種

（計
三
枚
）

惜

創
作
　
緑

池

春

暖

欣
二魚

出

・

翠

帳

風

和

見
二鶴

翔

・

氷
が
解
け
て
緑
が
生
じ
た
池
は
春
暖
か
で
魚
が
遊
泳
す
る
の
を
喜

び
、
み
ど
り
の
と
ば
り
に
は
風
や
わ
ら
か
に
吹
い
て
観
が
遊
ん
で

い
る
。

行

臨
書
　
集
工

（字
）
聖
教
序

（指
定
箇
所
よ
り
２０
字
を
臨
書
）

草

臨
書

書

譜

（指
定
筒
所
よ
り
１４
字
を
臨
書
）

ンンヽ
熙ンン
跡脚仙柵騨硼「た
て長
に

第

一
種

公

枚
）

創
作
　
窓
あ
け
て
見
ゆ
る
限
り
の
春
惜
む

（高
田
蝶
衣
）

第
二
種

（創

計
二
枚
）

創
作
　
春
の
夜
や
籠
り
人
ゆ
か
し
堂
の
隅

（松
尾
芭
蕉
）

創
作
　
た
ち
そ
む
る
霞
の
衣
う
す
け
れ
ど

春
き
て
み
ゆ
る
四
方
の
山
の
端

（藤
原
公
経
）

は
が
き

の
大
き
さ
白
紙

＝
た
て
長

に
使

用
、
黒
イ
ン
ク
使
用

（本
文
の
み
書
く
。
）

第

一
種
―

惜

　

　

（
一
枚
）

第
二
穏
―

槽

・
行
　
（計
二
枚
）

良
寛
の
書
は
、
自
作
の
詩
や

和
歌
を
書
い
た
も
の
、
あ
る
い
は

手
紙
な
ど
、
い
ず
れ
も
寝
々
と
し

た
筆
致
で
脱
俗
の
趣
が
あ
る
。

（出
典
＝
日
本
書
道
辞
典
よ
り
）

四
、
名
前
の
か
き
方

◎
ど
の
部
も
氏
名
ま
た
は
名
、
号
を
書
く
。

印
だ
け
で
は
失
格
、
特
に
か
な

・
ペ
ン

字
は
注
意
の
こ
と
。

五
、
受
　
験
　
料

第

一
種
　
一
、
○
○
○
円

第
二
種
　
一
一、
○
○
○
円

第
二
種
　
一二
、
○
○
○
円

◇
昇
級
試
験
用
振
替
口
座
、
ま
た
は
現
金

書
留
で
納
入
。

六
、
審
査
結
果
と
昇
級

成
績
に
応
じ
て
、
次
の
通
り
昇
級
さ
せ
る
。

第

一
種
は
、
最
高
秀
級
ま
で

第
二
種
は
、
最
高
二
段
ま
で

第
二
穂
は
、
最
高
師
範
ま
で

七
、
応

募

手

続

１
　
出
品
票
は
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
を
使

用
。
作
品
の
右
下
に
、　
一
枚
毎
に
つ

け
る
。
舎
一種
に
は
三
枚
つ
け
る
）

現
段
級
と
は
５５２
号
（４
月
号
）
の
段
級
。

２
　
作
品
二
枚
以
上
あ
る
時
は
、
右
上
を

ホ
チ
キ
ス
ま
た
は
の
り
で
と
め
る
。

３
　
支
部
の
方
は
、
名
簿
形
式
に
し
ま
す
。

受
付
番
号
を
い
れ
、
お
送
り
し
ま
す
。

４
　
個
人
で
受
験
希
望
の
方
は
、

④
受
験
の
申
し
込
み
を
す
る

ｏ
申
し
込
み
先

〒
１０１
１
００３

千
代
田
区
東
神
田
１
１
１６
‐

７

芝
崎
ビ
ル
三
階

働
書
道
芸
術
院

書
道
芸
術
編
集
部

・
特
別
昇
級
試
験

係
（宛
）

．
８０
円
切
手
貼
付
、
住
所
、
氏
名
明
記

の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
こ
と
。

（受
験
番
号
を
記
入
し
た
個
人
専
用

の
応
募
書
類
を
送
付
し
ま
す
。）

③
送
付
さ
れ
た
応
募
書
類
に
必
要
事
項

記
入
の
上
、
作
品
に
添
え
応
募
す
る
。

①
備
　
考

・
受
験
申
込
み
締
切
り
は
４
月
３０
日
。

・
応
募
書
類
は
５
月
１
日
以
後
に
発
送
。

一
、
し
め
き
り
日

５

月

２。

日
働

ンンヽ
精ンヽ
半紙
＝たて長
に使用

螂
ン
ヽ
朝
熙
熙
ヽ
岬
小
画
仙
紙
半
切
＝
た
て
長
に
使
用

第

一
種

公

枚
）

槽

臨
書
　
九
成
宮
醜
泉
銘

（指
定
筒
所

よ
り
４
文
字
を
臨
書
）

一「
「


	0704otona1
	0704otona10001
	0704otona10002
	0704otona10003
	0704otona10004
	0704otona10005
	0704otona10006
	0704otona10007
	0704otona10008
	0704otona10009
	0704otona10010
	0704otona10011
	0704otona10012
	0704otona10013
	0704otona10014
	0704otona10015
	0704otona10016
	0704otona10017
	0704otona10018

